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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 無期限 
主 要 
投 資 対 象 

わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資
対象とします。 

運 用 方 針 

①わが国の株式へ投資し、安定した配当収益
の獲得と信託財産の成長を目指します。 

②銘柄の選定にあたっては、TOPIX100採用銘
柄（採用予定を含みます。）の中から個人投
資家保有比率および予想配当利回り等を勘
案して決定します。 

③株式の組入比率は、原則として高位を保ち
ます。 

④株式以外の資産への投資割合は、原則とし
て、信託財産総額の50％以下とします。 

⑤市況動向あるいは資金動向等によっては、上
記のような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

①株式への投資割合には、制限を設けません。 
②同一銘柄の株式への投資割合は、信託財産
の純資産総額の35％以下とします。 

③外貨建資産への投資は行いません。 

収 益 
分 配 方 針 

年２回の決算日に、原則として以下の方針に
基づき分配を行います。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含め
た配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準、市況
動向等を勘案して決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合は、分配を行わな
いことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんみんなの日本株

ファンド 

決算日 

（第５期：2026年４月22日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んみんなの日本株ファンド」は2026年４月22

日に第５期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

T O P I X 1 0 0 
（ 配 当 込 み ） ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指標） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2023年10月24日 10,000 － － 2,477.85 － － － 500 

１期(2024年４月22日) 11,716 160 18.8 3,043.92 22.8 97.4 － 898 

２期(2024年10月22日) 11,716 180 1.5 3,078.55 1.1 97.8 － 1,032 

３期(2025年４月22日) 11,522 170 △ 0.2 2,922.24 △ 5.1 98.0 － 1,025 

４期(2025年10月22日) 13,901 230 22.6 3,878.64 32.7 97.6 － 1,128 

５期(2026年４月22日) 16,631 240 21.4 4,476.45 15.4 98.5 － 1,451 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

（注３） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

T O P I X 1 0 0 
（ 配 当 込 み ） ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （参考指標） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2025年10月22日 13,901 － 3,878.64 － 97.6 － 

10月末 13,970 0.5 3,976.04 2.5 97.4 － 

11月末 14,726 5.9 3,984.41 2.7 98.5 － 

12月末 15,292 10.0 4,032.11 4.0 99.0 － 

2026年１月末 16,369 17.8 4,216.22 8.7 99.1 － 

２月末 18,000 29.5 4,618.04 19.1 99.7 － 

３月末 16,660 19.8 4,149.76 7.0 97.8 － 

(期  末)       

2026年４月22日 16,871 21.4 4,476.45 15.4 98.5 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

※TOPIX100の指数値及びTOPIX100に係る標章又は商標は、株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社（以下「JPX」という。）の知的財

産であり、指数の算出、指数値の公表、利用などTOPIX100に関するすべての権利・ノウハウおよびTOPIX100に係る標章又は商標に関するす

べての権利はJPXが有します。JPXは、TOPIX100の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、JPX

により提供、保証又は販売されるものではなく、本商品の設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもJPXは責任を

負いません。 
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○第５期の運用経過等（2025年10月23日～2026年４月22日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年10月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、ＴＯＰＩＸ100採用銘柄（採用予定を含みます。）の中から個人投資家保有比率および予想配

当利回り等を勘案して選定した銘柄に投資し、安定した配当収益の獲得と信託財産の成長を目指して運用を

行っています。 

当期の基準価額は上昇しました。基準価額の主な変動要因は以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・高市新首相による積極財政が期待されたこと。 

・中東情勢における停戦への期待が高まったこと。 

 

＜下落要因＞ 

・日銀の金融政策において金利上昇が意識されたこと。 

・ベネズエラや中東で地政学リスクが高まったこと。 
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＜投資環境＞ 
当期のＴＯＰＩＸ100（配当込み）は3,878.64ポイ

ントの水準から始まりました。 

2025年10月下旬の株式市場は、高市新首相による積

極財政への期待に起因した売買等により上昇しまし

た。11月は、相場上昇に対する過熱感や米国の利下げ

観測後退等を理由とする半導体関連株中心の売りが

重しとなり、11月19日には期中安値となる3,839.20ポ

イントとなりました。12月は、日銀が追加利上げを決

定したものの長期金利が節目の２％を上回り、銀行株

が買われたことや、米国のハイテク株高を受けた半導

体関連株の買いなどが支えとなり、年末にかけて堅調

に推移しました。 

2026年１月は、米国がベネズエラを年初に攻撃する

など地政学リスクが高まりましたが、半導体市況の再加速観測や、高市首相が早期の衆議院解散を表明したこ

となどにより株価は上昇しました。２月は、衆議院選挙で自民党が定数の３分の２を超える議席を獲得したこ

とで、国内政治が安定し、高市政権が掲げる積極的な財政政策が実施されやすくなるとの期待から大きく上昇

し、２月27日には期中高値である4,618.04ポイントとなりました。３月は、米国とイスラエルがイランへの攻

撃を開始したことを受けて、中東で大規模な紛争が始まったことが投資家心理を悪化させ、下落に転じまし

た。４月に入ると米国とイランの交渉進展を受け、停戦への期待から株価は上昇し、期末のＴＯＰＩＸ100（配

当込み）は4,476.45ポイントで終了しました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
当期の売買については、設定・解約に伴い現物株式を売買したほか、ファンドの運用方針に従い、個人投資

家保有比率と予想配当利回り等を勘案して、個別銘柄の入替えなどを必要に応じて実施しました。 

株式の組入比率はおおむね95％以上の高位を保ち、期末には98.5％となっています。 

業種構成は、期首に東証33業種分類中13業種を組み入れ、組入比率の調整などを必要に応じて実施し、期末

現在では13業種を組み入れています。期末現在の組入上位業種は銀行業、情報・通信業、卸売業、化学および

証券、商品先物取引業となっています。 

期末時点の組入銘柄数は20銘柄となっています。期末現在の組入上位10銘柄は野村ホールディングス、ソフ

トバンク、みずほフィナンシャルグループ、ブリヂストン、三井住友フィナンシャルグループ、三菱ケミカル

グループ、旭化成、ＮＴＴ、三井物産および武田薬品工業となっています。なお、期末現在の保有銘柄の予想

平均配当利回りは3.11％（時価加重ベース。日経予想・会社予想より、しんきんアセットマネジメント投信算

出。）となっています。 
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＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率（分配金込み）は＋21.4％となり、参考指標とするＴＯＰＩＸ100（配当込み）の

騰落率＋15.4％を上回りました。（騰落率差：＋6.0％） 

株式組入比率は、期を通しておおむね95％以上の高位を保ちました。その結果、組入比率による影響は軽微

でした。 

市場では、非鉄金属、鉱業、ガラス・土石製品などの業種が上昇した一方で、その他製品、空運、情報・通

信業などが下落しました。ファンドでは、堅調だった卸売業や石油・石炭製品の組入比率が高かったことや、

軟調だった輸送用機器の組入比率が低かったことがプラス要因になりました。一方、堅調だった電気機器や非

鉄金属の組入比率が低かったことや、軟調だった鉄鋼の組入比率が高かったことがマイナス要因になりました。 

個別銘柄では、丸紅、三井物産、ＥＮＥＯＳホールディングスなどが上昇した一方、西日本旅客鉄道、日本

製鉄、ＮＴＴなどが下落しました。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益および期末の基準価額水準等を勘案して、１万口当

たり240円（税込み）としました。なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運

用の基本方針に基づき運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2025年10月23日～ 
2026年４月22日 

当期分配金 240  

(対基準価額比率) 1.423％ 

 当期の収益 240  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,630   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き運用の基本方針に従い、ＴＯＰＩＸ100採用銘柄（採用予定を含みます。）の中から個人投資家保有

比率および予想配当利回り等を勘案して選定した銘柄に投資し、安定した配当収益の獲得と信託財産の成長

を目指して運用を行います。 

株式組入比率は高位を保ち、個人投資家保有比率および予想配当利回りの推移などを参考に、銘柄の入替え

および比率の調整を実施します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 80  0.507  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (39)  (0.247)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.247)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7   0.042   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 7)  (0.042)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 87   0.552    

期中の平均基準価額は、15,836円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 1,025 749,458 373 652,499 
 (   13) (     －)

 
（注１） 金額は受渡し代金。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

（注３） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれていません。 

 

○株式売買比率 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 1,401,958千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,311,436千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.06   
 
（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

株式 
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○組入資産の明細 (2026年４月22日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

食料品（5.9％）    

キリンホールディングス 30.1 11.5 28,957 

日本たばこ産業 13.3 9.7 55,018 

化学（12.3％）    

旭化成 54.8 57.3 87,869 

三菱ケミカルグループ 25.5 93.4 87,926 

医薬品（5.7％）    

武田薬品工業 5.1 15.3 81,365 

石油・石炭製品（3.9％）    

ＥＮＥＯＳホールディングス 92.6 42 55,398 

ゴム製品（8.2％）    

ブリヂストン － 34.6 116,982 

鉄鋼（2.1％）    

日本製鉄 107.4 50 29,380 

電気機器（－％）    

パナソニック ホールディングス 47 － － 

キヤノン 19.4 － － 

陸運業（1.8％）    

西日本旅客鉄道 6.7 8.7 26,052 

海運業（3.9％）    

日本郵船 4.3 5 29,140 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

商船三井 10.1 4.5 27,400 

情報・通信業（14.0％）    

ＮＴＴ － 546.5 82,794 

ソフトバンク 402.9 536.2 117,588 

卸売業（13.6％）    

丸紅 － 10.3 60,852 

三井物産 23.6 14.5 81,403 

住友商事 14.6 － － 

三菱商事 12.1 10.9 51,731 

銀行業（16.3％）    

三井住友フィナンシャルグループ 10.7 21.3 115,914 

みずほフィナンシャルグループ 9 17.7 117,050 

証券、商品先物取引業（8.3％）    

野村ホールディングス 41.5 89.4 119,036 

サービス業（4.0％）    

日本郵政 14.4 32.2 57,943 

合 計 
株 数 ・ 金 額 945 1,611 1,429,805 

銘柄数＜比率＞ 20 20 ＜98.5％＞ 
 

（注１） 銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の

比率。 

（注２） 評価額欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。

（注３） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注４） －印は組み入れなし。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2026年４月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 1,429,805 96.2 

コール・ローン等、その他 55,998 3.8 

投資信託財産総額 1,485,803 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

国内株式 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年４月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,485,803,901   

 コール・ローン等 37,708,407   

 株式(評価額) 1,429,805,270   

 未収配当金 18,289,605   

 未収利息 619   

(B) 負債 33,884,282   

 未払収益分配金 20,952,682   

 未払解約金 6,078,990   

 未払信託報酬 6,815,828   

 その他未払費用 36,782   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,451,919,619   

 元本 873,028,452   

 次期繰越損益金 578,891,167   

(D) 受益権総口数 873,028,452口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,631円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は811,977,584円、期中追加設定元

本額は125,505,524円、期中一部解約元本額は64,454,656円

です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.6631円です。 

○損益の状況 (2025年10月23日～2026年４月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 21,830,783   

 受取配当金 21,794,390   

 受取利息 36,315   

 その他収益金 78   

(B) 有価証券売買損益 218,255,435   

 売買益 250,709,924   

 売買損 △ 32,454,489   

(C) 信託報酬等 △  6,852,610   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 233,233,608   

(E) 前期繰越損益金 215,919,008   

(F) 追加信託差損益金 150,691,233   

 (配当等相当額) (   67,893,453)  

 (売買損益相当額) (   82,797,780)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 599,843,849   

(H) 収益分配金 △ 20,952,682   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 578,891,167   

 追加信託差損益金 150,691,233   

 (配当等相当額) (   67,893,453)  

 (売買損益相当額) (   82,797,780)  

 分配準備積立金 428,199,934   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（21,207,881

円）、費用控除後の有価証券売買等損益額（212,025,727円）、

信託約款に規定する収益調整金（150,691,233円）および分配

準備積立金（215,919,008円）より分配対象収益は599,843,849

円（10,000口当たり6,870円）であり、うち20,952,682円

（10,000口当たり240円）を分配金額としています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 240円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、決算日の翌営業日に

再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始してい

ます。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 
（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金)」(受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合

は全額が｢普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金)｣、

残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に各受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の各受益者の個別元本となります。 

 
＜約款変更のお知らせ＞ 

一般社団法人資産運用業協会設立準備法人を吸収合併存続法人、一般社団法人日本投資顧問業協会と一般

社団法人投資信託協会を吸収合併消滅法人として2026年４月１日付で合併し、「一般社団法人資産運用業協会」

に名称を変更したため、投資信託約款に所要の変更を行いました。（2026年４月１日実施） 

 

 

 


